
３月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。
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ぎ か い T I M E S

令和７年度予算…２　予算審査特別委員会…４　３月定例会 議案審議…５　常任委員会審査Ｑ＆Ａ…６　審議結果一覧…７

４月に開署した消防本部東部分署で、消防職員が行う訓練
の見学や体験ができる消防体験イベントが開催されました。
消防服を着た子どもたちは、消防車を間近に感じながら放
水するなど、消防の仕事を学びました。

わくわく消防ひろば



令
和
７
年
度
予
算

一般
会計

福祉や教育、道路整備など、市の基本的
な事業を行うための会計

令和７年度予算 前年度予算
342億円 324億8000円

特別
会計

国民健康保険のように、保険料を徴収し
て特定の事業に充てている場合など、一
般会計と区別する必要がある事業の会計

令和７年度予算 前年度予算

193億4500万円 176億6500万円

内
　
訳

病院事業債管理 43億8000万円 32億4600万円

国民健康保険事業 事業勘定 80億1200万円 79億7900万円
施設勘定 8300万円 8400万円

後期高齢者医療 8億8300万円 8億6200万円
介護保険事業 59億8700万円 54億9400万円

企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益
で運営している事業の会計

令和７年度予算 前年度予算
31億9031万1千円 32億9218万3千円

内
訳

水道事業 21億6165万5千円 21億8134万円
公共下水道事業 9億584万円 9億6133万9千円
農業集落排水事業 1億2281万6千円 1億4950万4千円

各会計別の予算

　歳入においては、最低賃金引き上げなどの賃金上昇による所得の増加により、市税の増
収が期待できるものの、長引く物価上昇や世界情勢などが景気を下押しする可能性がある
ことから、先の見通しは不透明であり、依然として予断を許さない状況。

　歳出においては、少子高齢化に伴う社会保障関係費の増加や老朽化が進むインフラ、公
共施設等の維持更新にかかる支出が避けられない中、エネルギー価格や人件費の高騰、物
価高などによる経常経費の上昇が想定されることから、以前にも増して財政負担が避けら
れない状況。

寄付金…1.5%
5億500万円
寄付金…1.5%
5億500万円
諸収入…3.0%
10億2784万円
諸収入…3.0%
10億2784万円

地方交付税…27.3%
93億5000万円

市税…23.1%
78億9586万円

地方消費税交付金…5.2%
17億8700万円
地方消費税交付金…5.2%
17億8700万円

県支出金…7.5%
25億6020万円
県支出金…7.5%
25億6020万円

国庫支出金…13.5%
46億3261万円
国庫支出金…13.5%
46億3261万円

市債…7.9%
27億1520万円
市債…7.9%
27億1520万円

そのほか…11.0%
37億2629万円
そのほか…11.0%
37億2629万円

歳入

農林水産業費…3.3%
11億3467万円
農林水産業費…3.3%
11億3467万円
消防費…6.3%
21億3740万円
消防費…6.3%
21億3740万円

民生費…34.3%
117億4124万円

衛生費…12.9%
44億513万円

教育費…10.0%
34億3316万円
教育費…10.0%
34億3316万円

公債費…9.7%
33億663万円  
公債費…9.7%
33億663万円  

土木費…7.8%
26億7872万円
土木費…7.8%
26億7872万円

総務費…13.3%
45億3665万円
総務費…13.3%
45億3665万円

そのほか…2.4%
8億2640万円
そのほか…2.4%
8億2640万円

歳出

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金です。

子育て支援や福祉
に使うお金です。

一
般
会
計
予
算　
３
４
２
億
円

　
　
　
　
　

  　

  

前
年
度
比
５
・
３
％
増

世代間の負担公平
性のため、市が借
りるお金です。

借金の返済に
使うお金です。
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1939万円

防災対策整備

　避難所へ発電機で稼働できる気化
熱式冷風機と移動式エアコンを配備
し、停電時の熱中症などへの対策を
講じる。

1961万円

旭市20周年記念

　これまで歩んできた歴史を振り返
りながらお祝いし、さらなる飛躍の
契機となるよう記念式典を開催。併
せて大相撲旭場所を開催する。

2億7627万円

ふるさと応援寄附推進

　旭市を応援しようとする個人、団
体、企業からの寄付を財源に各種事
業を推進し、様々な人の参画により
活力あるまちづくりを進める。

496万円

海業推進

　飯岡漁港を海業に利活用するた
め、旭市海業推進地域協議会を設置
し、未活用の地域資源の価値や魅力
を有効活用した海業を推進する。

537万円

部活動地域クラブ運営

　生涯学習課内に地域クラブ運営事
務局を設置し、令和８年度の全中学
校休日部活動完全地域移行に向けて
計画を策定する。

2535万円

地域医療体制整備

　市民が安心して子育てができる環
境整備の一環として、事業者に補助
金を交付することにより、小児科を
誘致し、小児科不足の解消を図る。

610万円

事業者デジタル化支援

　事業者のデジタル化への関心を高
めるための啓発セミナーや、デジタ
ル化を希望する事業者に、デジタル
技術の導入を支援する。

学校給食費の負担軽減額

学校給食費の完全無償化

　子育て世帯の負担軽減を図るた
め、第３子以降の無償化に加え、第
１子・第２子の学校給食費を半額免
除から全額免除へ拡充する。

令和７年度予算  注目事業Pick Up !

▲2億3509万円

新規

新規363万円

女性デジタル人材育成推進

　女性を対象に、テレワーク等に必
要なデジタルスキルを習得するため
のセミナーを実施し、自営型テレ
ワーカーの育成を行う。

新規

新規

新規

新規

返礼品として人気のハマグリ

海業の中心となる飯岡漁港

導入予定の気化熱冷風機
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旭市議会
会議録検索システム

新年度の事業と財源をチェック
　新年度の事務・事業にどれほどの経費をかけ、財源をどのように調達するのかなどをチェックす
るために「予算審査特別委員会」を設置し、令和７年度各会計予算８議案を審査しました。審査の結
果、いずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
　詳しい内容を知りたい場合は６月中に掲載予定の会議録をご覧ください。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

総　
　
務

問
参
議
院
選
挙
費
、
市
長
選
挙
費
、
市
議
選

挙
費
に
係
る
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
撤

去
委
託
料
に
つ
い
て
、
金
額
の
差
額
が
出
て
い

る
理
由
を
伺
う
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で
看
板
の
大
き
さ
に
違

い
が
あ
り
、
大
き
さ
の
差
に
よ
っ
て
、
委

託
料
も
差
が
出
て
く
る
。

問 
参
院
選
と
市
長
選
は
ダ
ブ
ル
選
挙
に
な
る

か
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
掲
示

場
を
二
つ
同
時
に
設
置
し
て
い
く
こ
と
で
金
額

が
安
く
な
る
な
ど
は
な
い
の
か
。

答          
参
院
選
と
市
長
選
は
同
時
に
行
う
予
定
で

進
ん
で
い
る
が
、
看
板
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
看
板
な
の
で
、
別
々
の
委
託
料
で
見
て
い

る
。問

国
は
デ
ジ
タ
ル
選
挙
掲
示
板
の
検
討
を
始

め
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
市
の
ほ
う
で
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
掲
示
板
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。

問
旭
市
20
周
年
記
念
事
業
大
相
撲
旭
場
所
開

催
補
助
金
9
0
0
万
円
に
つ
い
て
詳
細
を

伺
う
。

答
場
所
に
つ
い
て
は
総
合
体
育
館
を
想
定
。

座
席
数
は
大
体
2
4
0
0
で
、
参
加
す

る
力
士
は
序
二
段
か
ら
横
綱
ま
で
合
わ
せ
て

2
0
0
人
程
度
。
８
月
の
下
旬
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

土　
　
木

問
道
路
舗
装
改
修
工
事
１
億
9
4
6
8
万
９

千
円
に
つ
い
て
、
主
な
舗
装
改
修
す
る
路

線
は
ど
こ
か
伺
う
。

答
主
な
道
路
は
、
東
総
広
域
農
道
の
舗
装
打

ち
替
え
工
事
、
市
役
所
前
通
り
の
新
川
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
加
藤
設
備
ま
で
、

継
続
で
豊
畑
小
学
校
北
側
、
銀
座
通
り
、
ほ
か

３
路
線
。

問
道
路
を
き
れ
い
に
舗
装
し
た
後
に
水
道
工

事
な
ど
を
行
っ
て
、
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
に

な
る
よ
う
な
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
先
に

水
道
・
下
水
道
工
事
を
や
っ
て
、
そ
の
後
に
舗

装
を
や
っ
た
ほ
う
が
、
コ
ス
ト
的
に
も
見
栄
え

的
に
も
い
い
と
思
う
。
そ
う
い
う
他
の
課
と
の

連
携
は
意
識
し
て
い
る
の
か
。

答
年
度
当
初
に
、
上
下
水
道
課
と
民
間
の
ガ

ス
事
業
者
や
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
工

事
箇
所
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
新
川
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
加
藤
設
備
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
水
道
の
入
替
え
を

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
終
了
後
に
舗
装

修
復
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

教　
　
育

問
育
英
資
金
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
来
年
度

の
採
用
予
定
人
数
は
。
ま
た
、
高
校
の
授

業
料
無
償
化
と
な
っ
た
場
合
、
育
英
資
金
の
授

業
料
相
当
と
い
う
扱
い
が
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

答
令
和
７
年
度
の
育
英
資
金
の
人
数
は
、
令

和
６
年
度
と
同
じ
62
人
を
新
規
採
用
す
る

と
い
う
想
定
で
計
上
し
て
い
る
。
高
校
無
償
化

と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
公

立
高
校
の
場
合
、
9
1
0
万
円
ま
で
は
実
質
無

償
だ
っ
た
。
育
英
資
金
の
場
合
は
所
得
の
要
件

が
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
こ
の
範
囲
の
中
に

今
ま
で
も
入
っ
て
い
た
。
高
校
無
償
化
の
制
度

が
で
き
た
と
き
に
、
授
業
料
相
当
と
い
う
金
額

に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
議
論
は
あ
っ
た
が
、
そ

の
ま
ま
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問
育
英
資
金
の
原
資
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
い

る
の
か
。

答
育
英
資
金
の
給
付
に
充
て
る
費
用
は
、
以

前
は
一
般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
た
が
、

令
和
４
年
度
か
ら
育
英
基
金
を
取
り
崩
し
て
、

給
付
に
充
て
て
い
る
。

委員長 宮澤　芳雄

副委員長 宮内　　保

委員
正副議長を
除く全議員

予算審査特別委員会委員

予算審査特別委員会
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３月
定例会

　この定例会には、令和７年度各会計予算、条例の制定・一部改正、人事案件など34
議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
　質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。ＱＲコードを読み取ると議案質疑の録画
映像をご覧いただけます。

市長提出議案
●予算案件��������������11件
●条例案件��������������18件
●人事案件��������������� ３件
●その他案件����������� ２件会期　２月26日～３月21日（24日間）

議案
第12号

旭
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
軽
減

や
回
復
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定

　
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、
犯
罪
被

害
者
等
の
支
援
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
軽
減
及
び
回

復
を
図
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

問
こ
の
支
援
条
例
の
制
定
に
伴
っ
て
、
参
考

に
し
た
法
令
や
文
献
、
ほ
か
の
自
治
体
を

参
考
に
し
た
場
合
、
ど
こ
の
自
治
体
の
条
例
を

参
考
に
し
た
の
か
。

答
参
考
に
し
た
法
令
や
条
例
は
、
犯
罪
被
害

者
等
基
本
条
例
と
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
法
律
、
そ
れ
と
刑
法
な
ど
。
参
考
に
し

た
自
治
体
は
、
千
葉
県
、
千
葉
市
、
四
街
道
市
、

印
西
市
な
ど
。

問
犯
罪
被
害
者
が
職
場
復
帰
す
る
た
め
の
支

援
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

答
犯
罪
被
害
者
等
が
被
害
に
遭
っ
た
後
も
、

職
場
の
理
解
を
得
て
働
き
続
け
る
と
い
う

こ
と
が
当
然
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
条
例
の
第
６
条
で
事
業
者
の
責
務
に

あ
る
と
お
り
、
事
業
者
は
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
犯
罪
被
害
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
及

び
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
犯
罪
被

害
者
等
の
就
労
、
そ
の
他
そ
の
犯
罪
等
に
よ
る

被
害
者
に
関
し
て
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
も
、
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者

等
が
同
じ
職
場
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
て
、

犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ

た
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
助
成
金
の
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

な
ぜ
か
。

答
見
舞
金
の
金
額
や
支
給
対
象
者
、
申
請
方

法
、
支
給
金
額
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

規
則
で
定
め
て
い
く
。

問
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
基
金
を
創
設

す
る
考
え
は
あ
る
か
。
も
し
、
考
え
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
や
考
え
を
伺
う
。

答
現
在
、
市
と
し
て
は
犯
罪
被
害
者
を
支
援

す
る
た
め
の
基
金
を
創
設
す
る
考
え
は
な

い
。
支
援
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
の
一
般

会
計
か
ら
支
出
す
る
。

議案
第27号

旭
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

西
野
住
宅
５
戸
、
池
の
端
住
宅
５
戸
に

つ
い
て
用
途
廃
止
を
行
う

　
西
野
住
宅
と
池
の
端
住
宅
は
、
と
も
に
昭
和

40
年
代
に
建
築
さ
れ
、
築
後
50
年
以
上
が
経
過

し
、
耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
住
環
境
や
防
災
な
ど
の
管

理
面
で
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
と
も
に
新

規
募
集
を
停
止
し
、
空
き
家
に
な
っ
た
住
宅
か

ら
、
順
次
用
途
廃
止
を
行
っ
て
い
る
。

問
市
は
公
営
住
宅
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

答
個
別
施
設
計
画
で
は
、
老
朽
化
し
た
古
い

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
政
策
空
き
家
と

し
て
用
途
廃
止
し
、
解
体
し
て
い
く
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
公
営
住
宅

を
造
る
と
い
う
よ
り
は
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を

借
り
上
げ
住
宅
に
す
る
と
い
う
手
法
を
取
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
市
営
住
宅
を
借
り
上
げ
て
と
い
う
案
が
出

た
が
、
本
当
に
そ
う
い
う
こ
と
を
今
の
市

政
の
中
で
考
え
て
い
る
の
か
。

答
借
り
上
げ
住
宅
と
い
う
の
は
、
新
た
に
市

営
住
宅
を
造
っ
て
も
、
そ
の
後
の
維
持
管

理
な
り
、
老
朽
化
施
設
の
解
体
、
そ
う
い
っ
た

問
題
も
伴
う
の
で
、
旭
市
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
的
に
そ
う
い
っ
た
検
討
は
さ
れ
て
い
る
。
旭

市
で
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
ま
だ
な
い
が
、
個
別
施
設
計
画
の
中
で
は
、

そ
れ
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い

る
。
市
で
民
間
の
ア
パ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
余
裕
が
あ
る
状
態

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
使
わ
せ
も
ら
う
ほ
う
が
合

理
的
で
あ
る
し
、
設
備
が
一
通
り
そ
ろ
っ
て
い

る
住
宅
が
比
較
的
早
期
に
手
に
入
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
考
え
が
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
。

議 案 審 議
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ

旭市議会
会議録検索システム建設経済常任委員会

令和６年度旭市一般会計補正予算の議
決について（議案第９号）

Ｑ 南堀之内バイパス整備事業と飯岡
海上連絡道三川蛇園線整備事業に

ついて、工事完了はいつ頃を予定して
いるのか。

Ａ 南堀之内バイパスについては、令
和７年10月頃には完成させたい

と考えている。また、飯岡海上連絡道
三川蛇園線については、令和７年度予
算で今まで未買収地だった部分の工事
を行い、令和７年10月の完成を予定
している。

市道路線の認定、廃止及び変更につい
て（議案第30号）

Ｑ 今まで市道だったところを廃止す
るとのことだが、廃止になった道

はその後どうなるのか。

Ａ 今回の廃止路線については、田畑
の整備事業があり、耕作しやすい

ように道路を新設し、田畑になった部
分について廃止するもの。新設した道
路については認定し、区画整理により
農地となり、道自体がなくなったとこ
ろを廃止する。

審査結果
委員会付託の４議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

工事中の飯岡海上連絡道三川蛇園線

廃止となった広原仲児童遊園

旭市学校給食の実施及び学校給食費の
管理に関する条例の制定について（議
案第13号）

Ｑ 令和６年４月１日施行で、旭市学
校給食費徴収規程を改正し、給食

費を半分にしたが、なぜ今回は条例を
制定するのか。	

Ａ本市では、これまで段階的に無償
化を進めてきたが、物価高騰が続

く中、子育て世帯への経済的支援を充
実させるため、今回、市内小・中学校
の児童・生徒の学校食費を完全無償化
することにした。この際、学校給食セ

ンター設置条例等の諸規定を整理し、
より明確にするために条例を制定する。
旭市児童遊園設置条例の一部を改正す
る条例の制定について（議案第22号）

Ｑ 児童遊園はこれからなくしていく
のか。また、年間の管理費はいく

らか。

Ａ 個別施設計画では、利用頻度や施
設の老朽化を踏まえて、地元区と

協議のうえ、20％削減を目標として
いる。年間３万円で管理を区に委託し
ており、草刈りや遊具の塗装などをお
願いしている。

審査結果
委員会付託の11議案について、議案
第22号は賛成多数で、その他議案は
全員賛成で原案のとおり可決、承認。
請願１件について、賛成少数で不採択。

文教福祉常任委員会

４月から新設されたこども家庭課

旭市犯罪被害者等支援条例の制定につ
いて（議案第12号）

Ｑ 犯罪被害が起きたときに、制度を
知らなかったということが起きては

いけないと考えるが、何をきっかけに被
害に遭われた方が制度を知ることができ
るのか。また、被害者が死亡し、遺族が
市外に住んでいる場合、支給されるのか。

Ａ 千葉県や警察、千葉犯罪被害者支
援センター、それらの関係機関と

連携を図っている。犯罪が発生した際
には、警察から犯罪被害者支援の情報

が、被害に遭った方へいくので、スムー
ズにいく流れになっている。また、遺
族が市外の場合は、市外の方に支払う。
旭市行政組織条例の一部を改正する条
例の制定について（議案第14号）

Ｑこども家庭課を新設するに至った
理由と具体的な業務は。

Ａ これまで実施してきた、児童福祉
及び母子保健業務の一体的な運営

を実現するために設置する。業務は、
子育て支援課の児童福祉、児童虐待防
止業務と家庭児童相談業務及び健康づ

くり課の母子保健業務を行う。

審査結果
委員会付託の10議案について、全員
賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会

議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、
賛成・反対を決め、本会議で報告します。質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。
詳しい内容を知りたい場合は６月中に掲載予定の会議録をご覧ください。
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※遠藤保明議員は全議案等欠席。

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
1 令和７年度旭市一般会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

２ 令和７年度旭市病院事業債管理特別会計予算
の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

22 旭市児童遊園設置条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

31 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 〇

32 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 欠 〇

34 旭市副市長の選任につき同意を求めることに
ついて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 欠

 議　員　提　出　議　案（発議案）

４ 選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議論の
促進を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 欠 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 請　願

１ 訪問介護基本報酬の引き上げと介護報酬の再
設定などを求める請願 不採択 × × × 〇 〇 × 〇 〇 × × 欠 × × 議 × × × × 〇 〇

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等と欠席者のあった議案等

令和７年第１回定例会 審議結果一覧

議案３		 令和７年度旭市国民健康保険事業特別会計予算の議
決について	

議案４	 令和７年度旭市後期高齢者医療特別会計予算の議決に
ついて

議案５	 令和７年度旭市介護保険事業特別会計予算の議決につ
いて	

議案６	 令和７年度旭市水道事業会計予算の議決について
議案７	 令和７年度旭市公共下水道事業会計予算の議決について
議案８	 令和７年度旭市農業集落排水事業会計予算の議決につ

いて
議案９	 令和６年度旭市一般会計補正予算の議決について	
議案10	 令和６年度旭市介護保険事業特別会計補正予算の議決

について	
議案11	 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について	
議案12	 旭市犯罪被害者等支援条例の制定について	
議案13	 旭市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条

例の制定について	
議案14	 旭市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について
議案15	 旭市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について	
議案16	 旭市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について	
議案17	 旭市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
議案18	 旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について
議案19	 旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について	

議案20	 旭市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案21	 旭市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並び
に特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案23	 旭市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
議案24	 旭市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案25	 旭市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案26	 旭市企業誘致及び雇用の促進に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

議案27	 旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案28	 旭市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一
部を改正する条例等の一部を改正する条例の制定につ
いて	

議案29	 和解及び損害賠償の額を定めることについて	
議案30	 市道路線の認定、廃止及び変更について
議案33	 専決処分の承認について（令和６年度旭市一般会計補

正予算）

発議１	 旭市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
発議２	 旭市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について
発議３	 旭市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について	

全員賛成で議決した議案
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一般質問
市政を問う！

第１回定例会

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
市
長
に
就
任
し
て
３
年
８
か
月

余
り
、
将
来
を
見
据
え
な
が
ら

様
々
な
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て

き
た
と
思
う
。
合
計
特
殊
出
生
率
が

１
・
38
と
県
内
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
と
い
う
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
旭
市

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
が
順
調
に
進
捗

し
、
成
果
が
出
始
め
た
表
れ
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

米
本
市
政
を
振
り
返
り
、
自
身
と
し
て

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
令
和
３
年
７
月
、
市
長
と
い
う

大
役
を
拝
命
し
て
以
来
、
市
長

と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
中
で
、
改

め
て
責
任
の
重
さ
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
た
め
日
々

努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
ま
た
近
年
の
物
価
高

騰
な
ど
の
全
国
的
な
問
題
、
そ
し
て

旭
市
が
抱
え
る
課
題
を
克
服
す
る
た

め
、
様
々
な
世
代
の
意
見
を
聞
き
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

チ
ー
ム
旭
で
し
っ
か
り
と
各
種
の
施
策

を
進
め
、
お
お
む
ね
及
第
点
を
つ
け
ら

れ
る
の
か
な
と
認
識
し
て
い
る
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

問
県
は
相
次
ぐ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
を
受
け
、
対
策
経
費

と
し
て
１
０
０
億
円
の
補
正
予
算
を
編

成
し
、
防
疫
措
置
と
し
て
実
施
す
る
殺

処
分
費
用
な
ど
の
ほ
か
、
今
後
新
た
な

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
想
定
し

た
備
え
の
た
め
の
経
費
を
補
正
し
た
よ

う
だ
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
た
養
鶏
場
に
対
し
、
殺
処
分
さ
れ
た

養
鶏
ま
た
は
卵
な
ど
の
補
償
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
現
在
、
国
や
県
に
お
い
て
家
畜

伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
殺
処

分
に
対
す
る
手
当
金
の
支
給
や
消
毒
等

の
費
用
補
助
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、
影
響
を
受
け
た
畜
産
農
家
の

経
営
再
開
、
経
営
継
続
、
経
営
維
持
を

支
援
す
る
家
畜
疾
病
経
営
維
持
資
金
に

よ
る
貸
付
け
や
利
子
補
給
を
通
じ
て
畜

産
農
家
の
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
体
制
を
整
え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

本
資
金
に
つ
い
て
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
て
無
利
子
と
な
る
よ
う
実
施
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て

◦
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

◦
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

宮内 保 議員
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障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
令
和
５
年
６
月
１
日
時
点
で
の

本
市
の
障
が
い
者
雇
用
率
は

２
・
77
％
だ
っ
た
。
現
在
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
雇
用
率
は
上
昇
し
た
の
か
、

併
せ
て
目
標
値
に
つ
い
て
伺
う
。

答
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
の
障

が
い
者
雇
用
率
は
３
・
13
％
で
、

法
定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
目
標

値
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

雇
用
率
を
２
・
６
％
に
す
る
と
し
て
い

る
が
、
法
定
雇
用
率
の
見
直
し
に
合
わ

せ
、
次
回
の
計
画
策
定
時
に
適
切
な
目

標
値
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問
チ※

ャ
レ
ン
ジ
・
ド
・
オ
フ
ィ
ス

を
本
市
で
も
導
入
し
て
も
ら
い

た
い
の
だ
が
、
市
で
は
障
が
い
の
あ
る

人
を
何
人
雇
用
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
の
障

が
い
者
雇
用
数
は
19
人
。
常
勤

職
員
が
10
人
、
再
任
用
職
員
が
１
人
、

会
計
年
度
任
用
職
員
が
８
人
。
所
属
は

市
長
事
務
部
局
で
11
人
、
教
育
委
員
会

事
務
局
で
６
人
、
派
遣
職
員
で
１
人
、

消
防
本
部
で
１
人
で
あ
る
。

問
一
人
も
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
ま

ち
づ
く
り
、
あ
っ
た
か
！
旭
、

チ
ー
ム
旭
を
掲
げ
て
い
る
本
市
は
障
が

い
の
あ
る
方
の
雇
用
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
が
、
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し

た
若
者
の
就
職
先
は
依
然
と
し
て
足
り

て
い
な
い
。
現
状
の
継
続
雇
用
と
併
せ

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ド
・
オ
フ
ィ
ス
を

導
入
し
、
雇
用
人
数
を
さ
ら
に
増
や
し

て
、
実
雇
用
率
10
％
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
本
市
で
は
旭
市
障
害
者
計
画
等

に
基
づ
き
「
と
も
に
生
き
る
ま

ち
、
あ
さ
ひ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

就
労
支
援
を
含
め
た
様
々
な
障
が
い
福

祉
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
議
員
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ド
・

オ
フ
ィ
ス
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
で

雇
用
し
た
職
員
は
市
役
所
に
定
着
し
て

も
ら
い
た
い
思
い
が
あ
る
の
で
、
他
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
市
は
民

間
企
業
の
手
本
と
な
る
よ
う
率
先
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。

今
後
も
障
が
い
者
雇
用
を
継
続
的
に
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る

職
員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問
殺
処
分
さ
れ
た
患
畜
の
埋
却
・

焼
却
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
処
分
し
た
の
か
。

答
埋
却
に
つ
い
て
は
、
農
場
の
敷

地
内
ま
た
は
近
隣
の
適
切
な
場

所
を
確
保
し
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
土
壌
の
浸
透

率
や
地
下
水
位
な
ど
の
条
件
を
慎
重
に

調
査
し
た
上
で
埋
却
場
所
を
決
定
し
、

実
施
す
る
。
焼
却
に
つ
い
て
は
、
発
生

農
場
内
に
適
切
な
埋
却
地
が
確
保
で
き

な
い
場
合
や
環
境
面
で
懸
念
が
あ
る
場

合
に
、
焼
却
施
設
で
高
温
焼
却
を
行
う
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問
本
市
の
農
業
生
産
は
、
千
葉
県

第
１
位
で
あ
る
一
方
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
若
手
の
育

成
・
定
着
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
中
で
、
特
に
移
住
就
農
希
望
者

に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い
て

は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
か
ら
移
住
検
討
者

向
け
の
農
業
体
験
を
実
施
し
て

お
り
、
本
市
の
農
業
と
雰
囲
気
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
の
場
を
創
出
し
て
い
る
。

国
の
就
農
支
援
制
度
で
あ
る
経
営
発
展

支
援
事
業
や
経
営
開
始
資
金
の
ほ
か
に
、

旭
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
外

か
ら
転
入
し
て
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
若
者
な
ど
へ
の
家
賃
を
支
援
す
る
転

入
者
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
金
、
新
た

に
農
業
を
始
め
る
方
に
対
し
て
農
業
用

機
械
・
施
設
の
取
得
費
や
農
地
の
賃
貸

借
費
の
一
部
を
支
援
す
る
新
規
就
農
者

支
援
事
業
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
将

来
的
に
本
市
の
農
業
の
中
核
的
な
担
い

手
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

問
こ
の
支
援
制
度
は
、
他
市
に
比

べ
て
大
変
充
実
し
て
い
る
。
高

齢
化
に
よ
り
廃
農
、
離
農
す
る
方
と
移

住
に
よ
っ
て
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方

た
ち
な
ど
と
を
市
と
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
仕
組
み
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
廃
農
す
る
農
業
者
と
新
規
就
農

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
支
援
と
し
て

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
令
和
７

年
度
か
ら
導
入
予
定
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
で
は
、
一
つ
の
例
と
し
て
、
廃
農

す
る
農
業
者
と
協
力
隊
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
こ
と
で
、
廃
農
予
定
の
農
業
者

の
下
で
農
業
を
学
び
な
が
ら
、
い
ず
れ

農
業
を
継
承
し
て
く
れ
る
協
力
隊
を
育

成
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

島田 恒 議員

常世田 正樹 議員

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ド
・
オ
フ
ィ
ス
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。
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学
校
の
プ
ー
ル
設
備
と
水
泳
授
業
に
つ
い
て

問
小
学
校
の
プ
ー
ル
設
備
の
老
朽

化
が
進
み
、
既
に
使
用
で
き
な

い
学
校
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

の
使
用
状
況
と
、
今
後
は
プ
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え
か
。

答
小
学
校
15
校
の
う
ち
11
校
が
自

校
の
プ
ー
ル
を
使
用
し
、
４
校

は
近
隣
の
学
校
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い

る
。
プ
ー
ル
の
維
持
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
学
校
再
編
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
隣
接
校
の

プ
ー
ル
や
民
間
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
水
泳
授
業
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た
水
辺

の
安
全
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
水
辺
の
安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
落
水
時
の
対
処
方
法
と

し
て
着
衣
泳
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
民
間

プ
ー
ル
の
活
用
を
進
め
る
中
で
協
議
し

て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
質
の
担
保
に
つ
い
て

問
食
材
費
の
価
格
高
騰
に
よ
る
学

校
給
食
へ
の
影
響
と
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
賄
材
料
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
一
般
財
源
か
ら
の
補
填
や

給
食
費
の
見
直
し
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。
栄
養
価
を
維
持
し
な
が
ら
、
手
作

り
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
変
更
な
ど
工
夫
し
、

給
食
の
質
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問
本
市
学
校
給
食
は
昨
年
全※

国
学

校
給
食
甲
子
園
で
優
秀
賞
を
受

賞
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス

の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
学
校
給
食
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
の
は
ど
う
か
。

答
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
は
、
現
在
、
指
定
管

理
者
が
事
業
者
の
誘
致
を
進
め
て
お

り
、
新
た
な
事
業
者
が
決
定
し
た
際
に
、

学
校
給
食
の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
る
か
尋
ね
る
こ
と

は
可
能
と
考
え
る
。
み
ら
い
あ
さ
ひ
で

は
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
学
校

給
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
食
育
の
催
し
を

開
催
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
学
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

◦
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

◦
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
に
つ
い
て

市
政
運
営
全
般
に
つ
い
て

問
市
長
が
掲
げ
た
六
つ
の
ま
ち
づ

く
り
方
針
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
職
員

に
何
を
指
示
し
、
ど
う
取
り
組
み
、
ど

ん
な
成
果
が
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る

か
伺
う
。

答
組
織
横
断
的
な
協
議
や
委
員
会

設
置
等
を
通
じ
、
施
策
は
概
ね

順
調
に
進
捗
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
接

種
体
制
充
実
や
経
済
回
復
、
物
価
高
対

策
を
実
施
。
市
民
と
の
対
話
や
子
育
て

支
援
、
防
災
力
強
化
に
も
注
力
。
移

住
・
定
住
促
進
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ

く
り
、
広
域
連
携
を
推
進
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

視
点
の
総
合
戦
略
や
学
校
再
編
、
若
者

支
援
を
展
開
中
。
令
和
７
年
度
か
ら
の

給
食
費
完
全
無
償
化
に
向
け
て
、
定
例

会
に
て
審
議
依
頼
中
。

問
副
市
長
の
立
場
と
し
て
、
旭
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
課

題
と
課
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。

答
公
共
施
設
の
再
編
推
進
と
Ｄ
Ｘ

の
推
進
の
２
点
が
ポ
イ
ン
ト
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
、
財
政
負
担

を
踏
ま
え
、
適
切
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
課
題
。
総
合
管
理
計
画
等
に
基
づ
く

対
応
を
継
続
。
市
の
Ｄ
Ｘ
は
遅
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
業
務
効
率
化
が
課
題
。
来
年
度

に
は
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
予
定
。

問
教
育
長
の
立
場
と
し
て
旭
市
の

現
在
の
教
育
課
題
と
令
和
７
年

度
に
特
に
取
り
組
み
た
い
教
育
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
力
「
生
き
る
力
」
の
育
成

と
学
力
向
上
を
重
視
。
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
育
み
、
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し

続
け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
児

童
・
生
徒
数
の
減
少
す
る
中
で
学
校
再

編
を
地
域
と
連
携
し
て
進
め
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進

め
、
地
域
の
中
で
部
活
動
に
主
体
的
に

取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

教
員
の
な
り
手
不
足
に
対
応
し
、
教
職

の
魅
力
発
信
に
努
め
る
。

問
令
和
７
年
度
予
算
の
特
色
あ
る

予
算
措
置
と
持
続
可
能
性
あ
る

中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
伺
う
。

答
給
食
費
完
全
無
償
化
や
小
児
科

誘
致
支
援
な
ど
子
育
て
支
援
の

関
連
を
計
上
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な

が
ら
自
主
財
源
確
保
を
図
り
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

﨑山 華英 議員

伊場 哲也 議員

※
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。
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銚
子
連
絡
道
路
整
備
に
つ
い
て

問
例
え
ば
四
角
く
て
大
き
い
畑
が

あ
っ
た
と
し
て
、
そ
こ
を
斜
め

に
連
絡
道
路
が
通
っ
た
場
合
、
残
さ
れ

た
隅
の
土
地
は
買
収
の
対
象
に
な
ら
な

い
と
県
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
う
い

う
ケ
ー
ス
で
反
対
者
が
出
て
く
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
市
と

し
て
、
県
と
地
権
者
の
間
に
入
り
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答
用
地
交
渉
で
は
様
々
な
相
談
や

要
望
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
市

と
し
て
早
期
の
開
通
に
向
け
、
県
と
協

力
し
事
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
地
権
者
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

問
市
と
し
て
は
匝
瑳
市
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
以
下
Ⅰ
Ｃ
）か

ら
、
あ
さ
ひ
鎌
数
工
業
団
地
南
の
Ｉ
Ｃ

ま
で
開
通
す
る
と
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

こ
こ
ま
で
完
成
し
た
場
合
に
、
部
分
供

用
開
始
が
で
き
な
い
か
。

答
一
部
区
間
の
開
通
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
事
業
の
進
捗
状

脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

問
令
和
７
年
度
か
ら
脳
ド
ッ
ク
の

費
用
が
一
部
助
成
に
な
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
国
民
健
康
保
険
の
35
才
以
上
の

被
保
険
者
で
市
の
特
定
健
康
診

査
の
受
診
者
、
ま
た
は
短
期
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
者
を
対
象
に
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
予
定
。
助
成
内
容
と
し
て
は
、

脳
ド
ッ
ク
と
人
間
ド
ッ
ク
と
の
併
用
で

は
４
万
円
を
上
限
と
し
、
費
用
の
７
割

を
助
成
す
る
。
受
検
可
能
な
医
療
機
関

は
、
旭
中
央
病
院
を
含
め
た
４
医
療
機

関
。
新
た
な
助
成
制
度
の
開
始
に
よ
り
、

疾
病
予
防
に
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
防
犯
・
安
全
対
策

問
交
番
や
駐
在
所
が
な
い
地
域
の

安
全
対
策
は
。
ま
た
、
そ
れ
に

代
わ
る
役
割
や
場
所
は
あ
る
の
か
。

答
基
本
的
に
は
市
内
全
域
を
旭
警

察
署
が
管
轄
し
て
い
る
。
ま
た
、

旭
警
察
署
員
が
人
の
往
来
が
多
い
場
所

に
移
動
交
番
を
毎
月
11
か
所
で
開
設
し

て
い
る
。
警
察
に
よ
る
安
全
対
策
の
ほ

か
に
、
市
で
は
２
台
の
青
パ
ト
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

家
庭
用
防
犯
機
器
購
入
に
つ
い
て

問
住
宅
に
設
置
す
る
防
犯
対
策
物

品
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

で
き
な
い
か
。

答
国
や
県
の
補
助
金
等
は
な
い
が
、

先
進
事
例
や
近
隣
市
町
村
を
参

考
に
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

天
神
公
園
の
安
全
な
送
迎
待
機
場
所
確
保

問
安
全
か
つ
、
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
待
機
場
所
を
望
む
声
が
あ

る
が
市
の
見
解
は
。

答
生
徒
の
安
全
の
た
め
の
待
機
場

所
が
設
置
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
つ
い
て

況
に
よ
り
、
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
銚
子
連
絡
道
路
の
あ
さ
ひ
鎌
数

工
業
団
地
南
の
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、

住
居
系
の
用
途
地
域
で
大
型
店
舗
や
物

流
倉
庫
等
の
建
築
は
で
き
な
い
。
将
来

こ
の
地
域
の
発
展
を
考
え
、
今
回
の
都

市
計
画
見
直
し
で
、
用
途
地
域
の
変
更

を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
今
回
の
見
直
し
で
は
、
Ｉ
Ｃ
予

定
地
周
辺
の
用
途
を
変
更
す
る

考
え
は
な
い
が
、
今
後
策
定
す
る
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
、
上
位

計
画
と
の
整
合
や
関
連
事
業
の
進
捗
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

公
園
の
充
実
に
つ
い
て

問
天
神
公
園
に
つ
い
て
、
今
後
の

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
段
階
で
具
体
的
な
整
備
計
画

は
な
い
。
現
状
は
、
第
二
中
学

校
の
東
側
道
路
の
水
道
管
の
更
新
工
事

を
行
っ
て
お
り
生
徒
の
送
迎
場
所
と
し

て
暫
定
的
に
利
用
し
て
い
る
。
当
面
の

間
は
中
学
生
の
送
迎
場
所
と
し
て
、
現

状
の
利
用
形
態
を
維
持
し
た
い
。

問
工
事
完
了
後
に
は
公
園
整
備
を

始
め
ら
れ
る
の
か
。

答
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
、

他
の
公
園
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

伊藤 春美 議員

犯罪抑止活動や情報発信を行う移動交番
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高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
2
0
2
5
年
度
が
新
し
い
予
算

に
よ
り
、
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と

も
に
、
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
社

会
と
な
る
2
0
2
5
年
問
題
の
始
ま
り

で
も
あ
る
。
こ
の
2
0
2
5
年
問
題
を

旭
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に

活
用
し
、
し
な
や
か
に
、
旭
ら
し
く
解

決
し
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
く
た
め

に
質
問
す
る
。
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況

と
、
そ
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
将
来
の
介

護
予
防
施
策
を
地
域
、
行
政
、
民
間
が

ど
う
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く
の
か
、

具
体
的
な
戦
略
を
伺
う
。

答
本
市
で
は
介
護
専
門
職
に
よ
る

訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
民
間
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス

の
活
用
な
ど
、
多
様
な
主
体
が
実
施
す

る
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

問
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対

す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て
、
現

在
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
は
十
分
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
移
動
手

段
の
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

答
高
齢
者
が
自
宅
で
自
立
し
た
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
進
め
て
お
り
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
予
防
教
室
や
通
い

の
場
な
ど
の
実
施
場
所
ま
で
送
迎
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

問
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

特
に
仕
事
を
引
退
し
た
元
気
な

高
齢
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
政
策

を
推
進
す
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
高
齢
者
層
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
政
策
で
は
な
い
が
、
生

涯
活
躍
の
ま
ち
あ
さ
ひ
形
成
事
業
と
し

て
、
元
気
な
高
齢
者
と
子
育
て
世
代
を

中
心
と
し
た
都
市
住
民
の
誘
致
と
雇
用

の
創
出
に
よ
る
若
者
世
代
の
流
出
抑
制
、

そ
れ
と
流
入
促
進
を
実
現
し
、
市
全
体

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

不
登
校
に
つ
い
て

問
本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
数

を
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
は
小
学
生
が
43
名
、

中
学
生
が
88
名
。
令
和
６
年
度

は
令
和
７
年
１
月
現
在
で
小
学
生
が
35

名
、
中
学
生
が
93
名
。

問
不
登
校
の
理
由
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
千
葉
県
の
デ
ー
タ
で
中
学
校
の

不
登
校
の
理
由
上
位
三
つ
は

「
学
校
生
活
に
対
し
て
や
る
気
が
で
な

い
等
」
34
・
２
％
、「
不
安
・
抑
う
つ
」

25
・
３
％
、「
生
活
リ
ズ
ム
の
不
調
」

20
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
い
じ

め
の
被
害
に
よ
る
不
登
校
は
０
・
７
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
長
期
間
不
登
校
だ
っ
た
中
学
生

の
進
路
は
。

答
不
登
校
生
徒
だ
け
に
特
化
し
た

デ
ー
タ
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

県
教
育
委
員
会
が
令
和
６
年
度
に
実
施

し
た
進
路
状
況
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

市
全
体
の
中
学
校
等
卒
業
者
の
進
学
状

況
は
、
99
・
２
％
が
高
等
学
校
等
へ
進

学
し
て
い
る
。
進
路
に
関
す
る
３
者
面

談
は
生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
、
面
談
場

所
や
時
間
帯
を
配
慮
し
、
実
施
し
て
い

る
。
保
護
者
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
に

よ
り
進
路
希
望
を
把
握
す
る
な
ど
丁
寧

な
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
返
礼
品
に
訳
あ
り
商
品
を
増
や

し
て
お
得
感
を
出
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
増
や
せ
な
い
か
。

答
訳
あ
り
商
品
が
人
気
な
の
は
承

知
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
返
礼

品
の
開
発
に
は
、
企
業
と
連
携
し
た
商

品
開
発
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
が
得
意
な
中

間
業
者
へ
の
委
託
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
。

問
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
な
っ
て
、
市
外
の
会
社
関
係

者
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
願
い

で
き
な
い
か
。

答
お
会
い
す
る
企
業
に
対
し
て
積

極
的
に
制
度
の
内
容
と
本
市
の

魅
力
を
伝
え
、
多
く
の
企
業
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
賃
貸
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て

◦
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

◦
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

戸村 ひとみ 議員

永井 孝佳 議員
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中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

問
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
、
種

目
に
よ
っ
て
は
指
導
者
の
数
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
会
場
が
分
散
し
た

り
す
る
と
よ
り
多
く
の
指
導
者
が
必
要

に
な
る
と
思
う
が
、
市
で
は
そ
れ
ら
に

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
指
導
者
は
、
兼
職
兼
業
を
希
望

す
る
教
職
員
や
地
域
人
材
及
び

県
で
行
っ
て
い
る
人
材
バ
ン
ク
、
ク
ラ

サ
ポ
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問
指
導
者
と
は
別
に
事
務
局
を
設

置
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

答
旭
市
部
活
動
地
域
移
行
推
進
協

議
会
で
は
、
地
域
移
行
に
向
け

て
運
営
事
務
局
を
設
置
し
、
指
導
者
が

指
導
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
部
活
動

と
な
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中
学
校
の
統
合
計
画
に
つ
い
て

問
地
域
検
討
会
議
の
設
置
時
期
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
仮
称
）北
統
合
中
学
校
は
令
和

７
年
に
、（
仮
称
）南
統
合
中
学

校
は
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
、（
仮

称
）東
統
合
中
学
校
は
令
和
10
年
度
以

降
を
め
ど
に
地
域
検
討
会
議
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

問
北
統
合
中
学
校
の
再
編
に
つ
い

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
伺
う
。

答
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は

「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
」
が
82
％
。
再
編
の
時
期
に
つ
い

て
は
「
５
年
か
ら
10
年
以
内
」
を
望
む

が
76
％
だ
っ
た
。

旭
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問
老
朽
化
が
進
む
、
東
総
広
域
水

道
企
業
団
の
旭
市
へ
の
送
水
管

更
新
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
旭
支
線
、
干
潟
支
線
及
び
西
幹

線
の
更
新
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
詳
細
設
計
を
行
い
、
令
和
８
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
し
、
令
和
13
年
度
に
完

了
の
予
定
。

問
旭
市
の
水
道
管
路
の
更
新
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答
優
先
順
位
を
設
定
し
、
順
次
最

新
の
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え
を

行
う
。
重
要
給
水
管
路
、
老
朽
化
管
路

等
は
令
和
４
年
度
か
ら
、
基
幹
管
路
は

令
和
６
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
。

新
庁
舎　
消
防
本
部
東
部
分
署
に
関
し
て

問
海
上
分
署
と
飯
岡
分
署
が
統
合

さ
れ
、
中
間
付
近
に
新
消
防
分

署
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
人
員
が
集
約

さ
れ
、
迅
速
か
つ
多
様
な
出
動
が
可
能

と
な
り
、
災
害
対
応
力
の
強
化
が
図
ら

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
消
防
本
部
東
部

分
署
の
役
割
と
機
能
を
確
認
し
た
い
。

答
役
割
と
し
て
は
海
上
・
飯
岡
地

域
の
防
災
を
担
い
、
火
災
の
予

防
、
警
戒
、
鎮
圧
及
び
救
急
業
務
、
そ

の
他
災
害
の
防
除
及
び
災
害
に
よ
る
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

る
。
高
度
な
技
術
と
知
識
を
習
得
す
る

た
め
、
車
庫
屋
上
に
高
所
訓
練
タ
ワ
ー
、

車
庫
側
面
に
は
放
水
訓
練
施
設
や
消
防

用
設
備
等
を
整
備
し
、
災
害
対
応
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

問
二
つ
あ
っ
た
施
設
が
、
一
つ
に

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
施
設
と

の
距
離
が
離
れ
る
住
民
が
増
え
、
車
両

数
も
２
施
設
合
わ
せ
た
数
よ
り
も
若
干

減
少
す
る
。
緊
急
時
の
対
応
を
機
能
強

化
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。　
　

答
統
合
す
る
こ
と
で
人
員
が
集
約

さ
れ
、
東
部
分
署
の
勤
務
人
員

は
30
名
と
な
る
。
３
部
制
の
交
代
勤
務

で
、
各
部
10
名
。
部
隊
は
消
防
隊
２
隊
、

専
任
の
救
急
隊
１
隊
の
計
３
隊
体
制
。

専
任
の
救
急
隊
と
す
る
こ
と
で
、
２
名

以
上
の
救
急
救
命
士
を
配
置
し
、
救
急

業
務
に
専
従
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

高
度
な
救
急
業
務
、
救
急
救
命
処
置
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

干
潟
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
し
て

問
今
か
ら
干
潟
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
に
基

づ
い
て
行
う
事
業
の
財
源
と
し
て
特
別

に
発
行
が
認
め
ら
れ
た
、
過
疎
債
を
使

用
し
、
人
が
に
ぎ
わ
う
大
型
施
設
設
置
、

も
し
く
は
大
規
模
事
業
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
本
市
に

設
置
さ
れ
て
い
な
い
武
道
場
な
ど
の
施

設
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
施
設
、
ま
た
旭
中
央
病
院
や
旭
食
肉

公
社
と
の
連
携
に
よ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
交
流
人
口
の
増
加
を
見
込
む
な

ど
、
大
型
事
業
に
早
期
に
取
り
組
む
べ

き
、
計
画
を
実
行
す
べ
き
と
提
案
す
る
。

答
林
議
員
の
提
案
に
大
変
感
謝
す

る
。
議
員
の
皆
様
と
執
行
部
が

一
緒
に
な
っ
て
、
干
潟
地
域
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
に
関
し
て

宮澤 芳雄 議員

林 晴道 議員
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松木源太郎 議員

旭
市
に
お
い
て
、
生
活
保
護
制
度
は
ど
の

よ
う
に
そ
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
て
い
る
か

問
今
回
、
生
活
保
護
の
申
請
を
し

よ
う
と
し
た
方
の
事
例
で
は
、

①
世
帯
分
離
を
し
て
い
な
い
②
国
保
税

の
滞
納
が
あ
る
等
々
の
理
由
で
生
活
保

護
の
申
請
さ
え
出
来
な
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
ど
う
対
応
す
る

か
。
市
に
は
こ
の
よ
う
な
方
を
一
時
的

に
収
容
す
る
施
設
が
な
い
。

答
現
状
で
は
、
世
帯
が
分
か
れ
て

い
な
い
状
況
の
「
生
活
保
護
認

定
」
は
難
し
い
。
一
時
的
な
保
護
施
設

の
設
立
は
現
状
で
は
難
し
い
。

飯
岡
地
域
の
海
岸
に
あ
る
萩
園

生
活
排
水
処
理
施
設
に
つ
い
て

問
年
間
1
0
0
0
万
円
の
費
用
で

生
活
排
水
を
処
理
し
て
い
る
。

流
入
す
る
排
水
の
地
域
を
調
査
し
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
管
理
を
十
分
に
す
れ

ば
、
撤
去
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
施
設
に
流
入
し
て
く
る
生
活
排

水
の
水
質
、
ま
た
水
量
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
施
設
を
廃
止
す
る
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

旭
市
東
町
都
市
下
水
路
浄
化
施
設
に
つ
い
て

問
合
併
前
の
旭
市
が
、
公
共
下
水

道
が
完
成
す
る
ま
で
の
約
束
で

設
置
し
た
も
の
。
合
併
後
20
年
も
た
つ

の
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
。

早
急
に
撤
去
す
べ
き
。

答
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
東
町
都

市
下
水
路
浄
化
施
設
の
稼
働
を

停
止
し
て
お
り
、
施
設
と
し
て
の
役
目

を
終
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画

の
一
部
の
変
更
を
行
い
、
都
市
計
画
施

設
よ
り
廃
止
す
る
。
今
後
の
対
応
と
し

て
は
、
令
和
７
年
度
に
撤
去
設
計
を
行

い
、
令
和
８
年
度
よ
り
解
体
撤
去
工
事

を
実
施
す
る
予
定
。

仁
玉
川
下
流
部
分
の
護
岸
整
備
に
つ
い
て

問
2
0
2
3
年
12
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
、
仁
玉
川
下
流
地
域
の

護
岸
整
備
に
つ
い
て
、
仁
玉
川
と
新
川

の
合
流
す
る
部
分
か
ら
約
7
8
0
ｍ
の

土
塁
が
崩
壊
し
て
い
た
も
の
を
い
つ
ま

で
に
工
事
す
る
の
か
。

答
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
県
が

事
業
計
画
書
を
作
成
し
、
国
に

よ
る
計
画
の
審
査
を
経
て
、
今
の
と
こ

ろ
令
和
10
年
度
に
は
事
業
が
採
択
さ
れ
、

令
和
11
年
度
に
は
事
業
着
手
す
る
見
込

み
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、

活
用
方
法
を
伺
う
。

答
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る

給
付
金
の
対
象
世
帯
を
除
く
世

帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
分

の
商
品
券
を
配
付
す
る
。
こ
れ
は
現
在

の
物
価
高
騰
が
、
所
得
階
層
に
か
か
わ

ら
ず
全
て
の
世
帯
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

世
帯
に
対
し
て
も
支
援
を
行
う
た
め
、

国
の
交
付
金
の
う
ち
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
枠
を

活
用
し
、
市
独
自
の
事
業
と
し
て
実
施

す
る
。

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

問
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
の
補
助
金
は
、
人
手
不
足
解

消
に
効
果
が
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
製
品
を
導
入
す
る
た
め
の

経
費
を
補
助
す
る
国
の
支
援
制
度
。
中

小
企
業
の
省
力
化
投
資
を
促
進
し
、
売

上
げ
拡
大
や
生
産
性
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
製
品
カ
タ
ロ
グ
に
掲

載
さ
れ
た
設
備
か
ら
選
択
す
る
「
カ
タ

ロ
グ
型
」
と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
設

備
導
入
に
利
用
で
き
る
「
一
般
型
」
の

２
種
類
が
あ
る
。

問
市
で
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
の
か
。

答
中
小
企
業
金
融
対
策
支
援
事
業
、

制
度
融
資
利
子
補
給
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
金
融
対
策
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
金
融
機

関
を
通
じ
て
中
小
企
業
者
へ
融
資
を
す

る
も
の
。
制
度
融
資
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て
は
、
利
子
補
給
を
行
う
こ
と
で

中
小
企
業
の
育
成
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
一
定
額
以
上
の
設
備
投
資

を
対
象
に
５
年
間
の
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
や
、
雇
用
等
に
対
す
る
奨
励
金

を
交
付
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
設
備
投

資
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
に
つ
い

て
◦
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）に
つ
い
て

◦
ス
マ
ホ
教
室
に
つ
い
て

◦
救
命
率
向
上
に
つ
い
て

伊藤 房代 議員
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委員会の正副委員長等が変更議員逮捕に関するお詫び
　２月20日に遠藤保明議員が出入国管理法
違反の容疑で逮捕されましたことは、大変
遺憾であり、市民の皆様をはじめ、多くの
方々にご迷惑とご心配をおかけしましたこ
とを市議会を代表して、深くお詫び申し上
げます。

　本市議会といたしましては、市民の皆様
からの信用と信頼を失墜させた今回の事態
を重く受け止めております。

　今後、このようなことが二度と起きない
よう、議員一人ひとりが職責の重さを再認
識し、議会を挙げて信頼回復に努めて参り
ますので、ご理解賜りますようお願い申し
上げます。

　　　　　　　旭市議会議長　飯嶋　正利

　３月21日、副議長に 桐文夫議員が就任されたことに伴い、
建設経済常任委員長の委員長職及び議会運営委員の辞任願が

桐文夫委員より提出され、委員会等で許可されました。
　辞任が許可されたことに伴い、建設経済常任委員会におい
て委員長等の互選が行われ、委員長に永井孝佳委員、副委員
長に井田孝委員が就任しました。また、議会運営委員会委員
については、井田孝議員が議長の指名により選任され、互選
の結果、副委員長に就任しました。

※変更のあった委員は太字で表記しています。

副議長選挙

副議長に 桐
ぎ り

文
ふ み

夫
お

議員を選出
か　た

　３月19日に遠藤保明副議長から副議長職の辞職願が提出され、３月21日の令和７年第
１回定例会閉会日において、辞職が許可されたことに伴い、副議長選挙が行われました。
　選挙の結果、 桐文夫議員が14票を獲得し、旭市議会副議長に就任しました。

委員長 永井　孝佳

副委員長 井田　　孝

委員

向後　悦世

宮澤　芳雄

桐　文夫

戸村ひとみ

委員長 林　　晴道

副委員長 井田　　孝

委員

景山岩三郎

宮内　　保

島田　　恒

永井　孝佳

建設経済常任委員会 議会運営委員会

　
こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
旭
市
議
会
副
議
長
の
要
職
に
就
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
そ
の
重
責
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
市
制
施
行
20
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
け
て
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
飯
嶋
正
利
議
長
を
補
佐
し
、

旭
市
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
議
会

に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長

　

桐 

文
夫 

議
員
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月定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

本紙で気になった
用語を解説するよ！

日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4 5

開会

6 7

8 9 10 11

議案質疑

12 13

一般質問

14

15 16

一般質問

17

一般質問
（予備日）

18

建設経済
常任委員会

19

文教福祉
常任委員会

20

総務
常任委員会

21

22 23 24 25

閉会

26 27 28

（６月５日～６月25日）６

　

梅
雨
の
季
節
。
童
謡
「
あ
め
ふ

り
」
の
歌
を
思
い
出
し
ま
す
。「
あ

め
あ
め　
ふ
れ
ふ
れ　
か
あ
さ
ん
が

じ
ゃ
の
め
で　

お
む
か
え　

う
れ

し
い
な
」
。
今
は
「
じ
ゃ
の
め
」
で

は
な
く
、「
く
る
ま
」
で
お
迎
え
で

し
ょ
う
か
。
雨
の
日
に
徒
歩
で
登
校

さ
せ
る
の
は
危
な
い
し
か
わ
い
そ
う
。

一
方
で
車
で
の
送
迎
は
過
保
護
や
甘

や
か
し
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
置
か
れ
た
環
境

や
状
況
に
適
応
す
る
能
力
が
高
い

で
す
。
雨
で
も
合
羽
を
着
て
長
靴

を
履
い
て
友
達
と
楽
し
そ
う
に
登

校
す
る
姿
や
、
傘
が
強
風
で
逆
さ

ま
に
な
っ
て
笑
い
転
げ
て
い
る
様

子
を
見
る
と
、
大
人
が
考
え
て
い

る
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
は
強
く
た

く
ま
し
い
の
だ
な
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
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三議長会が
「議会の主権者教育リーフレット」を作成

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語
Ｑチャレンジ・ド・オフィスってな～に？

Ａ チャレンジ・ド・オフィスとは、就労することに課
題がある方や障がいのある方の就労する機会を行政

機関や一般企業のオフィスで提供することで、就労経験
を積み、雇用促進や一般企業への就職を目指すことを目
的としている。訓練ではなく実際の職場という環境で業
務を依頼され、文書の発送や集配、パソコン入力、シュ
レッダー作業などの補助的な業務を経験することで、業
務指示に従うことや言葉遣い、身だしなみなどの社会人
としての基本的な行動やスキルを身につけていき、就労
を円滑に行えるようにする。

Ｑ全国学校給食甲子園ってな～に？

Ａ 全国学校給食甲子園は、地域の食材を活用した特
色あるメニューの開発を通じて、食育の推進や地

産地消の重要性を広めることを目的とし、全国の学校
給食で提供されている献立を競う大会。
　令和６年に行われた第19回
大会で、旭市は応募数1051件
の中から、全国ベスト12に選
出され、女子栄養大学駒込キャ
ンパスで行われた決勝戦に出
場し、優秀賞を受賞した。

掲載は９ページ 掲載は10ページ

　三議長会（全国都道府県議長会、
全国市議会議長会、全国町村議長
会）がこれからの地域を担う子ど
もたちに、地方議会・議員の役割
を周知するため、リーフレットを
作成しました。

主権者教育
特設サイト

みんな
分かったかな！

あさひ議会だより　第77号 16


